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■内容の取り扱い

第１章で科学的な知識理解を与え，第２章で情報通信ネットワークの科学的社会的な基礎的な知識を掲載しており，教科及び科目の目標を達するために必要な内容を効率的に織り込んでいる。音のディジタル化やインターネットのしくみなど，生徒にとって理解しにくい内容の説明にはイラストが多用されており，生徒が内容を具体的なイメージで把握できるよう工夫されている。

文章は平易に記述され，題材は，身近なもの，高校生にわかりやすい内容が取り上げられ，生徒の興味や関心に対する配慮がなされている。

学習指導要領では，情報Ｃは社会調査を中心とした課題学習に多くの時間を充当することが想定されているが，第５章にそのための章を設けて，演習の手順をわかりやすく示している。

著作権・情報モラルの記述が充実し，情報セキュリティの記述も強化され，時代の流れに適応した編集がなされている。また，プレゼン入試における評価の観点が明示されており，ＡＯ入試や「情報」入試の一形態であるプレゼン入試への対応も考慮されている。

■単元の構成・配列及び分量

この教科書では，全体が６つの章で構成されている。第５章に「総合演習」を配置しており，２学期後半以降に充分な時間をとって実習活動に取り組む構成になっている。したがって，１年間２単位で履修する場合，夏にかけて準備段階とし，秋以降に腰を据えて実習活動に取り組める効率的な授業運営ができるように工夫が凝らされている。

第１章で科学的な知識理解を与え，第２章で情報通信ネットワークの科学的社会的な基礎的な知識を与え，第３章以降の情報の収集～処理～発信がスムーズに進むように配列されている。ネットワークやメディアを活用しての調査活動，コンピュータやソフトを適切に活用したレポート作成や発表（プレゼンテーション）など総合的な演習については，第４章で明確に課題を与え，具体的に実習手順を例示している。この作品制作の手順を教示している箇所では，手順をステップバイステップで示しており，初学者にも全体の流れがわかりやすいよう，工夫がこらされている。

■その他

指導要領制作の委員の１人である聖心女子大学永野和男先生 （文部省　情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議委員（高等学校　学習内容検討ＷＧ　主査）） が委員長を務めている。

白色度の高い上質の紙が使用され，フルカラー印刷された写真や図が鮮明である。

